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宮崎県総合農業試験場研究報告 第53号（令4.-3)

無巻きひげ形質であり，誘引作業が省力化できる

スイートヒ°一新品種‘ムジカローズ’の育成

中村薫 I) ．八反田憲生 2)• 福元孝一 3)

要約

宮崎県総合農業試験場花き部で育成した，無巻きひげ形質で誘引作業が省力化できる切り花用

スイートピー新品種‘ムジカローズ’の主な特性は下記のとおりである．

1.複葉対数は 3以上であり，葉の先端に巻きひげが無い．

2.草型はやや高性で，葉柄着生部の色は有．

3.花形はウェーブ．花径は大．旗弁の中央部の色は鮮紫ヒ°ンク（日本園芸標準色票9204)．翼

弁の中央部の色は紫ヒ°ンク（同 9211)．舟弁中央部の色は黄白（同 2501). 1花房あたりの小

花数は 4.9輪でやや多である．

4. 開花特性は春咲き性で， 9月上旬に無冷蔵種子を播種した場合の発菅は 3月上旬である．

5.種子冷蔵を 28日間行い， 9月上旬以降に播種する促成栽培の作型に適する．

キーワード［スイートヒ°一，品種，無巻きひげ，省力，春咲き］

緒言

スイートピー (Lathyrusodoratus L.）は我が

国を代表する切り花品目のひとつであり，宮崎県

では秋から春にかけて促成栽培が盛んに行われ

ている．

スイートピーは，花き生産のなかでもっとも労

働集約型の品目とされており ll,10 a当たり 1作

の労働時間は 4,423時間 3)である．それはネット

に絡みつく「巻きひげ」と葉腋から伸長する「腋

芽」を除去する作業と，茎頂部が伸長して誘引ネ

ットの上端に達すると茎頂部を管理しやすい高

さに下げ誘引し直す，つる下げ作業に多大な労力

を要するためである．

スイートピーには，葉の先端の巻きひげが小葉

に変化した無巻きひげ（以下「ひげ無し」とする）

形質を持つ品種がある． Nakamuraら4)は，この形

質は巻きひげを摘除する必要がないため，省力的

形質とした．さらに中村ら 6)は，巻きひげ摘徐作

業が無い省力効果と作業者への負担軽減効果が

あることを明らかにしている．

また，中村ら 5)は，アンケート調査において，

スイートピー生産農家の経営主の 6割以上がひ

げ無し品種の省力効果に期待しているとしてお

り，その育成は重要な育種目標としている．

ここでは，ひげ無し形質を持つ品種の育成を目

標に新品種‘ムジカローズ＇を育成したので，そ

の特性について報告する．

I 育成経過

1. 育成過程

ひげ無し形質を持ち，春咲き性の切り花品種

の育成を目標に交配を行った．‘ムジカローズ'

の育成過程を図 lに示した．

‘ムジカローズ＇は，切り花品種より草丈が低

い花壇用花色混合品種でひげ無し形質を有する

‘スーパースヌーヒ°—'のヒ°ンクの花色の個体

（以下「‘スーパースヌーピーヒ゜ンク’」とする）

を母親に，父親には宮崎県内の生産者が選抜育成

した巻きひげ（以下「ひげ有り」とする）形質を

有する‘ロゼ’を用いて交配を行った．

‘スーパースヌーヒ゜ーピンク＇は春咲き性で，

花径が 6~7 cmと大きく，‘ロゼ＇は春咲き性の

切り花品種で両品種とも花色は鮮紫ヒ゜ンク（日本

園芸植物標準色票（以下「JHSチャート」とする）

9205)である． 2003年春に交配を行って凡種子

を得た．交配によって得られた凡世代はすべて

ひげ有り形質で，花色は明赤紫 (JHSチャート

9206)であった．その自殖後代の凡世代では，ひ

げ有りが 65個体で，ひげ無しが 18個体であった．

l)現宮崎県東臼杵農林振興局 2)現宮崎県農業振興公社 3)退職

本報告は既報の園芸学研究 14巻：211~220 (2015) を品種の育成•特性のみについて加筆したものである．
(2022.1.26受理）
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凡世代における巻きひげの有無による形質の

分離比の理論値を 3: 1として適合性の検定

を行ったところ有意な違いはみられなかった

(p = 0. 748) （表 1)．この凡世代では， 10.5 
cmポリ鉢に仮植した苗を定植直前の 12月上旬

に巻きひげの有無によりひげ無し個体のみを

選抜した．定植後は草勢や花色，切り花特性に

より選抜を行った．凡世代で選抜したひげ無し

個体の花色は全て鮮紫ヒ゜ンク (JHSチャート 9204)

であった．凡世代ではすべての個体がひげ無し

形質で花色も鮮赤紫色を示した．凡世代も形質

が揃い，固定したと考えられた．さらにその後

代でも形質が安定し，切り花生産能力でも優秀

性が認められたので民世代で育成を終了した．

2. 栽培方法および選抜方法

育成期間における栽培は宮崎県総合農業試

験場内において促成栽培により行った．

種子は催芽後 2℃暗黒条件下で 4週間冷蔵

した後に直播き定植した．

2002年の親世代は 9月 24~27日に定植し，

10月 11~15日に摘心した．その後伸長する側

世代

p
 

F1 

スーパースヌーヒ°ーピンク（早） x 

ひげ無し

ひげ有り

ロゼ（cf')

ひげ有り

枝を草勢等により 1本に選抜し主茎とし，他

の側枝は摘除した．

主茎は畝面に垂直に展張した高さ約 2 mの

ネットに洗濯ばさみを用いて誘引した．誘引後

は，茎頂部が伸長して誘引ネットの上端に達する

と，つる下げ作業により茎頂部を草勢により 1.5

~ l.7mの高さに誘引し直した．栽植様式は
2002年の‘スーパースヌーピーヒ°ンク＇は畝間

135 cm, 株間 12cm, 条間 20cmの 2条植え，

‘ロゼ＇は畝幅 100cm, 株間 12cmの 1条植

えとし，施肥は市販の微量要素入化成肥料を用い，

N, p凸，恥0それぞれ成分で 1.0 kg・a―1とな

るように施用した．

9月から翌年 6月までの栽培期間中におけ

る施設内の最低夜温は 5℃を目標に加温を行

った．凡種子を得るための交配は 4月に行い，

それらの採種は 5月に行った．

2003年の凡世代は 9月 11日に定植し， 9月

25日に摘心した． 2004年の凡世代は 9月 17

日に 10.5 cmポリ鉢に仮植し，ひげ無し個体

を選抜後， 12月 7日に定植し， 12月 9日に摘

心した． 2005年以降は 9月 9~10日に定植し，

9月 23~25日に摘心した．

栽植様式は， 2003年以降は

畝幅 100cm, 株間 12cmの

1条植えとした種子を得る

ための自殖は 4月に行い，

それらの採種は 5~ 6月に

行った．他は 2002年と同じ

く管理した．

恥 ひげ無し 18個体 ひげ有り 65個体

I 
F3 ひげ無し

I 
F4 ひげ無し

| 
F5 ひげ無し

（ムジカローズ）

図l ‘ムジカローズ＇の育成図

表1‘ムジカローズ’の育成過程における凡および凡世代のひげ有り形質とひげ無し形質の個体出現数Z

交雑組み合わせ 世代 個体数
出現数 理論分離比

ひげ有り ひげ無し ひげ有り ひげ無し
p値y

スーパースヌーピーピンク（早） x ロゼ（o') F1 

（ひげ無し） （ひげ有り） F2 

z2003年に交配し，凡は2003年，凡は2004年に調査した

yイエーツの補正をしたカイニ乗検定による

3
 

6

8

 

6 

65 ゜18 。3
 

0.748 
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表2‘ムジカローズ’の主要な特性Z

部位 形質
観察

時期y

ムジカローズ スーパーローズX ステラW

草型

草丈

茎の最小径

茎の最大径

茎のアントシアン発現の有無

茎の毛の多少

第1次分枝の発達程度

節間長

複葉対数

葉形

波打ち程度

着葉角度:: 
た＜葉の大きさ

葉の色

ふ入り葉の有無

葉柄着生部の色

葉柄の長さ

花の着生密度

花の向き

花形

花径

旗弁長

旗弁幅

翼弁長

翼弁幅

舟弁長

舟弁幅

花弁の斑紋の有無

旗弁上部の色

旗弁中央の色

旗弁下部の色

翼弁上部の色

翼弁中央の色

翼弁下部の色

舟弁上部の色

舟弁中央の色

舟弁下部の色

旗弁の形

翼弁の内曲程度

旗弁の数

翼弁の数

がくの形

がくの大きさ

がくの色

雌ずいの有無

雄ずいの数

花柄の太さ

小花柄の太さ

花柄の長さ

小花柄の長さ

1花房あたりの小花数

花の香り

開花の習性

冬咲き性の開花期の早晩

春咲き性の開花期の早晩

耐寒性

耐暑性

病害抵抗性

虫害抵抗性

z2006年9月10日播種

’観察時期：a)IS節着生葉展開時 b)第1花柄着生節より1節下c)2007年2月

x，スーパーローズ’の形質における状態または区分は種苗特性調査報告2)に明らかに形質が現在変化している「花形」を改訂，記載の無かった「葉柄の長さ」，「小花柄の太さ」，「耐寒性」，「耐暑

性」，「病害抵抗性」，「虫害抵抗性」を加えた’桜川'’’の報告より

w'ステラ’の形質における状態または区分は’彩姫'7)の報告より

植物体

茎

葉

花

生態的

特性

a
a
-
b
b
c
c
c
b
-
b
b
b
c
b
b
b
b
b
b
b
-
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
 

分

凶

⑲

⑮

m
9

区

性

ブ

長

広

g
g
m
g
g
⑱

畑

卯

細

長

多

丘

間

上

一

輪

2
5
o
g
0
澤-1
強

1

2
状

中

無

有

10
中

中

や

中

や

中

一

中

中

中

中

中

は

高

高

上

形

長

ン

ン

／

ク

灰

杯

や

や

咲

た

や

太

太

無

中

中

長

ー

以

卵

中

上

中

中

中

濃

無

有

ゃ

＿

中

斜

工

大

中

広

や

や

中

中

無

ク

ク

（

ク

m
?―

3

広

斜

ゃ

ウ

や

や

巴

竺

ご

戸

だ

ク

畔

畔

畔

春

鮮

鮮

鮮

紫

ピ

状

‘,‘‘‘,‘,‘,',‘,'.、’ノ‘,'‘

短

一

碑

＿

晩

中

中

中

中

分

魯

叩

g

螂
如
言
悶

プ

(

(

(

（

(

（

g
g
g

区〗
碑
高
一
太
太
無
少
中
長
＿

1

鱈
中
ぞ
中
中
淡
無
有
『
一
？
ご
｛
頭
中
広
中
中
中
中
無
〗
臼
〗
互
悶
輝
中

1
2
鯰
中
無
有10細
中
中
呼
少
中
丘

態

紫

紫

紫

紫

紫

紫

ン

ン

ン

状

鮮

鮮

淡

鮮

鮮

淡

ピ

ピ

ピ

位単値測実 実測値

81.0 

5.4 

14.l 

7.6 

7.8 

5.9 

6.0 

6.1 

4.5 

6.2 

4.0 

3.4 

2.8 

1.5 

3.9 

1.4 

43.0 

1.1 

4.9 

em-mmmm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

cm 

枚

枚

m
m
m
m
e
m
e
m
個

実測値

93.1 

4.2 

11.4 

8.0 

7.3 

5.8 

5.7 

5.4 

4.3 

5.2 

4.0 

1.5 

2.8 

1.5 

3.3 

1.5 

37.4 

1.2 

3.2 

分

性

区

き

ブ

細

細

細

細

細

細

細

細

細

太

少

間

上

一

輪

中

広

中

中

中

中

無

a
a
Q
a
o
a
a
a
0
鑓

中

[

2

転

中

無

有

10
中
や
中
中
や
中
咲
一
中
中
中
中
中
一

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

黄

や

ゃ

一

春

〗
碑
高
一
太
太
無
中
多
長
＿

1
郷
中
釦
中
中
中
中
無
無
中
す
’
斜
ェ
中淡
淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

ゥ

態状

88.0 

5.2 

12.8 

7.1 

8.0 

7.0 

6.7 

5.8 

4.4 

5.7 

4.0 

3.1 

2.9 

1.5 

3.6 

1.6 

40.1 

l. l 

3.4 
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図 2 複葉の状況 ‘ステラ'(左），‘ムジカローズ'(右）

図 3 ‘ムジカローズ＇の切り花
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3. 品種登録および種苗増殖と普及

農林水産省に品種登録申請を行い品種登

録した．（品種登録番号第 19404号登

録年月日 2010年 3月 17日）．生産者への

販売用種子の増殖は社団法人（当時）宮崎

県バイオテクノロジ一種苗増殖センターで

行い，宮崎県内のスイートピー生産者に

2011年から販売した．

11 特性概要

1. 栽培方法

特性検定には対照品種に‘ムジカローズ'

と花色が同じ‘スーパーローズ’に加え，宮

崎県内で最も多く栽培されている淡黄色

(JHSチャート 2503) の‘ステラ’を用い

た．これら対照品種は双方ともひげ有り形

質で春咲き性の品種である．

形質調査は種苗特性分類調査報告書 2)の

栽培条件を促成栽培に変更して行った．調

査は 2006年 11 月に主に茎葉の形質調査

を， 2007年 2月の盛花期に花の形質につ

いて 1区 9~10株の反復無しで行った．

同調査のうち，開花特性については‘ム

ジカローズ’のみで 2006年に種子冷蔵せず

表3 種子冷蔵の有無が‘ムジカローズ’の発菅に及ぼす影響

冷蔵週数
発菅日 播種から発菅までの

（月日） 日数（日）
発葦節（節）

゜4 
有意性y

3月5日

10月16日

178士 2 z 

37士 l

＊
 

2

0

 

士

士
0

3

 

7

1

 

z ：平均値士標準誤差 (n=9~!9)
Y : Mann-Whitney U検定により＊は5％水準で有意差あり

に播種した無冷蔵区を設け，発菅日を調査

し， 1区 9~19株の反復無しで行った．

収量調査は，種苗特性分類調査報告書 2)

には含まれないが，同じひげ無し形質の‘ム

ジカパープル’とひげ有りの‘スーパーミ

ッドブルー' ‘スーパーローズ' ,‘ステ

ラ＇を対照品種とし， 2006年及び 2007年

の 2か年行った．試験規模は， 2006年は 1

区 15株反復なし， 2007年は 1区 20株の

2反復とした．両年とも 9月 10日に定植，

9月 24 日に摘心した．栽植様式は畝 100

cm, 株間 12cmの 1条植えとし，他は前述

の栽培方法とした．

2. 形態的特性

主要な特性を表 2に，複葉と切り花を図

2および図 3に示した．

1) 植物体

草型はやや高性で，草丈はやや高い．

2) 茎

茎の最小径，最大径は太．茎のアントシア

ン発現は無．茎の毛の多少は中．第 1次分枝

の発達程度は中．節間長は長．

3) 葉

葉の先端の巻きひげが小葉に変化したひげ

無し形質で複葉対数は 3以上．葉形は広卵

形．波打ち程度は中．着葉角度は斜上．葉長

は中，葉幅は中．た＜葉の大きさは中．葉の

色は濃葉柄着生部の色は有．葉柄の長さは

やや長．

4) 花

花の着生密度は中間．花の向きは斜上．花

表4 ムジカローズおよび対照品種の切り花収量 (2006年および2007年） Z （本／株）

品種
2006年 2007年

切り花本数 うち可販花y うち4P2Lx 切り花本数 うち可販花y うち4P2Lx

ムジカローズ 37.8 abw 31.2 b 9.1 a 31.7 a 29.4 a 2.3 C 

スーパーローズ 39.3 a 37.0 a 3.1 b 31.7 a 28.7 ab 6.8 ab 

ムジカバープル 35.5 b 30.7 b 9.3 a 28.0 ab 24.0 be 3.6 be 

スーパーミッドブルー 31.9 C 25.2 C 0.6 b 23.9 b 17.9 d 2.2 C 

ステラ 38.4 ab 29.6 be 3.0 b 24.9 b 21.1 cd 8.3 a 

有意性 **v ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 

zいずれの年も2℃暗黒下で4週間の種子冷蔵処理後に9月10日播種，翌年3月31日収穫終了

y出荷可能な切り花：落董が無く，花梗当たり小花3輪以上，第1小花までの花梗長が20cm以上の切り花

x最上級の切り花規格：花梗当たり小花4輪以上，第1小花までの花梗長が35cm以上の切り花

wTukeyの多重検定により1％水準で異文字間に有意差あり

v一元配置分散分析で1％水準で有意差あり

-21-



中村ら：無巻きひげ形質であり 誘引作業が省力化できるスイートヒ°一新品種‘ムジカローズ＇の育成

形はウェーブ．花径は大輪．旗弁長は中．旗

弁の幅は広．翼弁長はやや長．翼弁幅はやや

広．舟弁長は中．舟弁幅は中．花弁の斑紋は

無．旗弁の色は上部および中央部は鮮紫ヒ°ン

ク (JHSチャート 9204) ．下部は黄灰（同

2515)．翼弁の上部は鮮紫ヒ°ンク（同 9505).

中央部は紫ヒ゜ンク (9211) ．下部はヒ°ンク灰

（同 0119) ．舟弁は上部が黄白（同 2902).

中央部は黄白（同 2501)．下部は黄白（同 2902).

旗弁の形は全縁．翼弁の内曲は強．旗弁の数

は 1枚，翼弁の数は 2枚．がくの形は杯状

で，がくの大きさは中，がくの色は無．雌ず

いは有る．雄ずいの数は 10本．花柄の太さは

中．小花柄の太さは中．花柄の長さはやや長

で，小花柄の長さは中． l花房あたりの小花

数は 4.9輪でやや多．花の香りは中．

3. 開花特性

表 3に開花特性の調査結果を示した．無

冷蔵の場合の発菅は 3月 5日で，開花の

習性は春咲き性であった．

4. 収量性

切り花収量は，表 4に示した．年次による

本数の差はあるものの ‘ムジカローズ＇は 1

株あたり可販花本数が約 29本以上であり，

2006年は‘スーパーローズ＇以外の対照品種，

2007年は全ての対照品種より多かった．

5. まとめと今後の展開

本研究では，花きのスイートピーにおい

て切り花用で広く利用が可能な春咲き性の

ひげ無し品種を育成した．

品種の特徴として，ひげ無し形質であり，

省力化が期待される．省力効果については

中村ら 6)によって明らかにされており，切

り花経営の省力化・作業負担の軽減だけでな

く，雇用労力の削減に伴う低コスト化にも大

きく貢献すると考えられる．

一般にスイートヒ°ーの切り花営利栽培で

は複数の異なる花色の品種が同一施設内に

栽培されている．そのため，実際の省力化・

低コスト化には他の花色を持つひげ無し品

種の導入が必要であり，ひげ無し形質を持

つ多彩な切り花品種の育成が求められる．

栽培適応地域および作型は暖地において，

種子冷蔵を 28日間行った後， 9月上旬以

降に播種する切り花促成栽培である．栽培

上の留意点として，定植時期の 9月は施設

内が高温にならないように留意すると共に

開花期以降は草勢の維持に努めることが挙

げられる．

m 摘要

‘ムジカローズ’の育成には，母親にひげ

無し形質を有する花壇用花色混合品種‘スー

パースヌーピー＇のピンクの花色の個体，父

親には宮崎県内の生産者が選抜育成したひげ

有り形質の‘ロゼ’を用いて 2003年春に交配

を行った．交配によって得られた凡世代はす

べてひげ有り形質で，花色は明赤紫 (JHSチ

ャート 9206)であった．その自殖後代の凡世

代では，ひげありが 65個体で，ひげ無しが 18

個体であった．選抜したひげ無し個体の花色

はすべて鮮紫ピンク (JHSチャート 9204) で

あった．凡のひげ無しの個体から得られた F3

世代はすべてひげ無し形質で花色も鮮赤紫色

を示した．凡世代も形質が揃い，固定したと

考えられた．さらにその後代でも形質が安

定し，切り花生産能力でも優秀性が認めら

れたので凡世代で育成を終了した． 2006年，

2007年に能力検定および特性調査を行った

後，現地での適応性試験を行い，有望と認め

られたので育成を完了し， ‘ムジカローズ'

と命名した．

主要な特性は以下のとおりである．

1.複葉対数は 3以上であり，巻きひげが無

い．草型はやや高性で，葉柄着生部の色

は有．花形はウェーブ．花径は大．旗弁

の中央部の色は鮮紫ピンク（同 9204)翼

弁の中央部の色は紫ピンク（同 9211).

舟弁中央部の色は黄白（同 2501).1花房

あたりの小花数は 4.9輪でやや多であ

る．

2. 開花特性は春咲き性． 9月上旬播種で

無冷蔵の場合，発菅は 3月上旬である．

3. 種子冷蔵を 28日間行い， 9月上旬以降

に播種する促成栽培の作型に適する．

謝辞 本研究を実施するにあたり，ご協力

くださった花き部職員の皆様に深く感謝

申し上げます．
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A New Sweet Pea Cul ti var,'Musi ca Rose', 

With the Tendril-less Trait as Labor-saving Characteristic 

Kaoru NAKAMURA, Norio HATTANDA and Koichi FUKUMOTO 

Summary 

Tendrils must be continuously removed until the end of growing period in Japanese 

sweet pea growing method. This operation markedly increases the amount of labor hours. 

So, tendril-less trait of'Musica Rose'is an expected trait as labor-saving 

characteristic. 

A new sweet pea cultivar'Musica Rose'with the tendril-less trait, which is a labor-

saving characteristic, was derived from a cross between'Super Snoopea Pink'(with the 

tendril-less trait) and'Rose'(with the tendril trait) in a greenhouse at the 

Floriculture Division, Miyazaki Agricultural Research Institute, Japan in spring 2003. 

The F1 was selfed in spring 2004 to produce F2 seeds. In the F2 population, plants were 

segregated tendril and tendril-less traits. Tendril-less trait F2 plants were selected 

and selfed in spring 2005 to produce F3 seeds. Pedigree selection was made from F3 to 

F5. A fixed line raised in 2008 and named'Musica Rose'with tendril-less as labor-

saving characteristic. 

The characteristics of'Musica Rose'are as follows. 

1. Tendril-less. 

2. Plant type is relatively tall. Pigmentation of petiole base is present. 

3. Flower form is wave. Flower diameter is large. Flower color at the center of standard 

is strong purplish pink (JHS color chart No. 9204). Flower color at the center of 

wing is purplish pink (JHS color chart No. 9211). Flower color at the center of keel 

is yellowish white (JHS color chart No. 2501). The number of florets per inflorescence 

is 4. 9. 

4. Flowering habit is spring-flowering. When unrefrigerated seeds are sowed in early 

September, the time of first bud appearance is early March. 

5. Suitable cold storage period for seed is 28 days. 

Keywords [Sweet pea, cul ti var, tendri 1-less, labor saving, spring-flowering] 

The Miyazaki Agricultural Research Institute, 5805 Shimonaka, Sadowara, Miyazaki, 880-0212, Japan. 
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付表l ‘ムジカローズ＇の育成期間および検定期間の従事者

年度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 現所属

中村 薫

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
東臼杵農林振興局

八反田憲生

゜゚ ゜゚
宮崎県農業振興公社

福元 孝一

゜゚ ゜
退職

各年度は4月～3月
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